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1. はじめに 

近年，人口減少や高齢化を背景に，過疎化が進行す

る地域において，採算が見合わないバス路線の減便

や廃止等が検討，あるいは実施されている．路線バス

の代替交通手段として，住民の利用予約に応じて運

行するデマンド交通の導入事例が増加しており，交

通空白地域の解消や，地域の交通利便性の向上に貢

献している．熊本県上天草市教良木地区では 2021年

8 月から 10 月までの 3か月間，自家用有償旅客運送

の導入に向けた実証実験が行われた．本研究では，上

天草市において実施された実証実験について，運行

と利用の実態の整理，および利用者の評価に関する

分析を行い，本格運行に向けた課題点を明らかにす

ることを目的とする．  

2. 上天草市の実態とのれな号について 

2.1 上天草市教良木地区の実態 

 対象地域の上天草市は，人口約 25,000人で，65歳

以上の人口が約 40%1)と高齢化が非常に進行してい

る．また，今回実験が行われた上天草市教良木地区で

は，以前は路線バスの拠点として位置づけられてい

たものの，現在では路線バス利用者が低調である．持

続可能な地域公共交通の構築を目指し，地域が主体

となる自家用有償旅客運送の導入を検討している．

自家用有償旅客運送の本格導入が実現する場合は，

一部の路線バスが廃止となる予定である． 

2.2 自家用有償旅客運送とのれな号について 

 自家用有償旅客運送 2)とは，バス・タクシー事業が

成り立たない場合であって，地域における輸送手段

の確保が必要な場合に，必要な安全上の措置をとっ

た上で，市町村や NPO 法人等が，自家用車を用いて

提供する運送サービスのことである．実証実験では

10 人乗り車両（のれな号）を用いて上天草市を実施

主体とし，無償でおこなわれた．利用方法は前日 12

時までの電話またはネットでの予約制であり，利用

可能時間は 7時から 14時 30分までであった． 

3. のれな号の利用と運行の実態，利用者の評価 

3.1 使用するデータ 

 使用するデータは，のれな号の実証実験から得た

a)利用者のログデータ，b)利用者アンケート調査デー

タである．a) は利用者の IDや乗車時刻，降車時刻，

乗車・降車場所の緯度・経度，相乗り乗車の有無など

の情報を有する．b) は，利用者の性別や年齢などの

属性，乗車した方向と便，乗車場所や降車場所，利用

目的，片道利用の場合における反対方向の移動手段，

乗車時刻は希望通りだったか，感想に関する評価を

質問している． 

3.2 基礎集計結果 

 まずは，予約ログデータから得られた結果を示す．

図-1 に，図の左半分に乗車位置，図の右半分に降車

位置の分布を示す．乗車位置，降車位置ともに，青丸

で示す上天草総合病院がある位置に分布が集中して

 

図-1 乗車，降車位置分布 

 

図-2 移動時間分布 

 

図-3 移動距離の分布 
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いる．図-2 に移動時間分布を示す．移動時間の平均

は，約 24.8 分であった．路線バスでは，教良木出張

所から上天草総合病院までは 30分かかる 3)ことを考

慮すると，この実験では路線バスよりもやや短い時

間で利用されたことがわかる．図-3 に移動距離分布

を示す．移動距離の平均は，約 13.9kmであった．ま

た，10km以上の移動がトリップの大半を占め，短距

離での移動はほとんどなかった．次に，利用者アンケ

ート調査から得られた結果を示す．のれな号を利用

した年代の構成を図-4に示す．利用者の 8 割以上が

70 歳代以上であり，80 歳代の比率が 48%であるな

ど，利用者のほとんどが高齢者である．利用目的は図

-5に示す通り 95%が通院・見舞い目的であり，上記

の予約ログデータと合わせても，ほとんどが通院・見

舞いのために利用されていた．のれな号の利用者の

評価について図-6 に示す．92%の利用者が「非常に

満足」，7%の利用者が「やや満足」と回答しており，

ほとんどの人が実証実験における運行形態に高い評

価をしている．  

3.3 集計結果から分かる利用実態 

 まず，図-2 の移動時間分布について移動時間が路

線バス利用時の30分よりも大きいトリップがいくつ

か存在した．利用者アンケート調査の自由記述欄に

は，「運転手の方に助けてもらって乗降をした」とい

う記述がいくつか見られ，乗降や他者との乗り合い

に時間を要したことが30分以上の移動時間となった

理由と考えられる．図-6 ののれな号の評価について

「自宅近くまで送迎してくれたのが良かった」とい

う記述も多くみられたことから，路線バスと比較し

て，自宅近くで乗降可能であること，手助けしてもら

いやすいことなどが高い評価の要因の一つだと考え

られる．本格運行の際も乗降方法に関しては，同様の

形態で運行されることが望まれる．一方「乗り場が遠

かった」という意見も一部見られたことから，乗り場

について利用者の間で利便性に大きな差が生まれな

いよう議論する必要がある．また，利用する際の料金

に関して本論文には載せていないが，利用者アンケ

ートの中に「有償でも利用したいか」との質問項目が

あった．そこでは，利用者のほぼ全員が「利用したい」

と回答していた．このことから，今回の実証実験が有

償で行われていたとしても，利用者の評価は高かっ

たのではないかと考えられる．今後は本格運行に向

けて持続可能なサービスとするためにどの程度の料

金設定にするか検討していく必要がある． 

4. おわりに  

本研究では，熊本県上天草市において 2021年 8

月から 10月まで実証実験が行われた「のれな号」

について分析し，のれな号利用者の特性，利用と運

行の実態，利用者による評価を整理した．今後は，

予約ログデータから得られた総利用回数について，

複数回利用者の特性や利用状況，評価結果の関係性

について検証する．本格運行に向けては，利用者ア

ンケートでの意見にあった，買い物のための目的地

を増やすこと，相乗りを増やすための施策，利用さ

れる際の運賃等を検証していく必要がある．  
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図-4 利用者の年代 

 

図-5 利用目的 

 

図-6 のれな号の評価 
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